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１．はじめに

　近年，学校において普通教室へのICT（Information and Communication Technology）導入が

進んでいる．導入計画の下準備として，2010年から開始されたフューチャースクール推進事

業1と2011年から開始された学びのイノベーション事業2の2つの実証実験以降，導入は加速

している．ICTを活用した利用的な学びの実現のためには，さまざまな課題を解決していく必

要があり，教育機関ではICT環境を活用した教育実践法への対応に苦慮している．山口

（2015）3で整理したICT導入の課題の中でも，ICTを活用するためのスキル習得が挙げられた．

　ICT環境は最新のデジタル黒板やデジタル教材やタブレットPCなどを駆使したものが多い．

このため，従来の授業の進め方にICT環境をなじませるためには，円滑にICT環境を授業内で

活用できるスキルが欠かせない．市販のデジタル教材で不足する部分については，独自の教材

開発が必要となるが，ICT環境での利用を想定した教材開発を行う場合，教材開発用の専用

ツールを用いることが多いが，全ての教員がこの環境を利用できるまでには，ICT環境が普及

していない．また，ICT環境が利用できる状況であったとしても，新たなスキルの習得が必要

となるが，多忙な教員にとってスキル習得への時間確保が難しいとの声も多く聞かれる．結果，
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デジタル教材が不足するため，ICT環境の活用した授業の実施が困難である．

　今回，広く教育現場に普及し，多くの教員が利用したことのあるプレゼンテーションソフト

であるMicrosoft社のPowerPoint2013 4を用いて，デジタル教材作成の手間を解決し，ICT環境

対応を実現する方法をまとめる．

２．デジタル教科書の機能とプレゼンテーションソフトの比較

　文部科学省の学びのイノベーション事業実証研究報告書5の第5節において，学習者用デジ

タル教科書・教材の開発がある．ここでは，デジタル教科書の機能は「デジタル機器や情報端

末向けの教材のうち，既存の教科書の内容と，それを閲覧するためのソフトウェアに加え，編

集，移動，追加，削除などの基本機能を備えるもの」と定義され，デジタル教科書の開発が行

われた．

表１．学習者用デジタル教科書・教材の主な機能

機　能 説　明 分　類
PowerPoint
2013対応

参考資料機能
教科書紙面にはない画像や資料を見
ることができる

基本的な教材作成機能 ○

音声再生機能
詩の朗読や英語の読み上げや発音な
どを聞くことができる

応用的な教材作成機能
○

アニメーション機能
アニメーションや動画を見ることが
できる

○

拡大機能
画面を大きく拡大してみることがで
きる

教材の提示機能

○

書き込み機能

画面上に絵や文字を書くことができ
る.また,ノート，カード，マップ，
ふせんなどに考えを書くことができ
る

○

作図，描画機能
画面上で，図を動かしたり数を変え
て調べることができる

△

文具機能
画面上で，分度器やコンパスなどを
使うことができる

×

保存機能
画面への書き込みなどを保存し，ま
た，見ることができる

○

正答比較機能
正解を画面に出して自分の答えと比
べたり，発音を音声認識して自動
チェックしたりすることができる

×

（出典） 文部科学省：“学びのイノベーション事業　実証研究報告書”，文部科学省，（2014）108ページ
　　　　※出展元にある項目「機能」「説明」に加えて，「分類」「PowerPoint2013対応」の項目を独自追加
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　デジタル教科書の持つ機能の一覧を表1に示す．「機能」の項目には，デジタル教科書の持

つ9つの機能が示されている．「説明」の項目で機能の役割を説明している．出展元にある

「機能」「説明」の2項目に加えて，「分類」「PowerPoint2013対応」の2項目を独自に追加し

た．「分類」では，文字や写真などの基本的な情報を教材作成に用いる「基本的な教材作成機

能」，アニメーションや動画・音声などを教材作成に用いる「応用的な教材作成機能」，作成し

た教材を授業で利用するための「教材の提示機能」の3つに分類した．「PowerPoint2013対

応」では，PowerPoint2013が有する機能を3段階（○：対応/△：一部対応/×：非対応）で評

価した．

　デジタル教科書の動作環境として，ICT環境下では学習者がWindows，Mac，iOS，Android

の多様なOSの情報端末で利用が想定されるが，Microsoft社のPowerPoint2013は，いずれの

OSでも利用が可能である．

　PowerPoint2013を用いて教材開発を行う際には，教材作成用のアドオンソフト（アドオン

ソフト：既存機能を拡張する手段）を使用する方法もあるが，誰もが簡単に実施できる環境を

前提として，標準の機能のみを用いた．ただし，最新のデジタル教材やICT機器の機能と大幅

に異なるのであれば，ICT環境に対応したデジタル教材を作成する手段としてのPowerPoint

2013利用は困難かもしれないため，PowerPoint2013が有する機能を整理した．

２．１　基本的な教材作成機能

　デジタル教科書の「参考資料機能」に該当する．教科書紙面にはない補足説明の文章や，画

像などの資料を画面上に示す機能について，PowerPoint2013で対応が可能である．

　文章を書く機能として最も使用する機能が「テキストボックス」である．画面上の任意の箇

所に文字を配置し，フォントの種類や大きさを調整することで学習者に文字情報を示す．ただ

し，テキストボックスを多用した場合，文字情報が多くなりすぎたり，文章の配置を見やすく

するためのレイアウト調整や，図形の配置などの工夫は時間を要する作業である．この面倒な

作業を解決するために「SmartArt」という機能を用いる．「SmartArt」は説明したい内容に

合ったデザインの枠組みが分類ごと（リスト，手順，循環，階層構造，集合関係，マトリック

ス，ピラミッド，図）に準備されている．文字の大きさや配色も自動的に調整されるため，学

習者に見やすい画面を作成可能である．

　画像などの資料を表示する機能は，「画像の挿入」機能で行う．カメラで撮影した写真など，

あらかじめ自分で用意した画像を貼り付けるほかにも，「オンライン画像」機能を用いること

で，インターネット上にある画像を検索して貼り付けが可能である．教材用の画像を持ち合わ

せていない場合は，教材に必要な画像を比較的容易に用意することが可能となる．フリー素材

も豊富にインターネット上で公開されており，「フリー素材 イラスト」などの検索ワードで素
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材を公開するWebサイトを数多く存在するため，教材用のイラスト素材を探すことも可能であ

る．PowerPoint2013の「オンライン画像」機能を用いる場合でも，イラスト素材を公開する

Webサイトであっても，著作権などの権利を尊重が重要である．「背景の削除」機能を用いる

ことで，画像の不要部分を透明化して必要箇所のみ切り取る処理や，「修正」機能により明る

さやコントラストの調整などの編集機能もあるため，専用の画像編集ソフトを使用しなくても，

簡単な画像処理は対応可能である．

２．２　応用的な教材作成機能

　デジタル教科書の「音声再生機能」と「アニメーション機能」に該当する．文字や写真が画

面上で静止した状態のまま表示するのではなく，音声や場合によっては動画を用いることや，

2．1節で示したテキストボックスやSmartArtなどのパーツをアニメーション効果で動きを

見せることについて，PowerPoint2013での対応が可能である．

　音声の教材に貼り付けるために「オーディオ」の挿入機能がある．あらかじめ録音したデー

タや，別途用意する教材用の音声データを再生するプレーヤーを，画面上の図形に設定可能で

ある．録音は「オーディオの録音」機能により，PowerPoint2013の画面上で即時録音も対応

しているため，教材作成中に音声コメントや，英語の発音，朗読などの音声データを簡単に追

加可能である．

　動画の教材を貼り付けるために「ビデオ」の挿入機能がある．教員自身があらかじめ撮影し

たビデオデータを貼り付けることができる．例えば，理科の実験における注意点を説明や，技

術や家庭の授業でのお手本を提示などの用途がある．「オンラインビデオ」の挿入機能を用い

ると，インターネット上に公開されているビデオ教材を貼り付けることが可能である．世界で

最も普及しているオンライン動画公開サイトYouTube 6に標準対応しているため，「オンライ

ン画像」の挿入機能と同様に，検索結果の一覧から任意の素材を選択することで容易に画面へ

の貼り付けが可能である．YouTube上には，教育機関，出版社，マスメディアなどから授業の

補助教材となりうるビデオが多く公開されている．

　PowerPoint2013の新機能である「画面録画」機能により，パソコン画面の録画が可能と

なった．録画時には，録画したい画面の範囲を任意に設定可能なため，教材に必要な部分のみ

を録画することができる．また，マイクを通して教員の声の録音も可能であるため，パソコン

操作をしながら音声で解説を加えることができる．例えば，学習に関するパソコンの基本操作

手順などの画面を録画したり，情報処理の授業での細かな操作の提示などの用途がある．録画

したデータは，時間のトリミングにより前後の不要箇所を容易に削除することで，専用の動画

編集ソフトを使用しなくても，簡単な動画教材が作成可能である．
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２．３　教材の提示機能

　デジタル教科書の「拡大機能」「書き込み機能」「作図，描画機能」「文具機能」「保存機能」

「正答比較機能」に該当する．PowerPoint2013では「拡大機能」「書き込み機能」「保存機能」

が対応可能である．

　「拡大機能」に該当する機能としては，スライドショー開始後に使用可能な「拡大鏡機能」

により，画面上の任意の箇所を拡大可能である．拡大機能は，拡大終了後に拡大機能が終了す

るため，頻繁に拡大操作を行うには操作性が悪い．タッチスクリーン対応のタブレットPCの

場合は，画面上の2本の指を広げるように操作するピンチインにより拡大が可能である．タッ

チスクリーン非対応のパソコンの場合は，Windowsの標準機能である「拡大鏡」機能を用いる

と，常に拡大・縮小のメニューが画面上に表示された状態になるため，必要な際にすぐ拡大操

作が可能である．

　「保存機能」に該当する機能としては，ファイルの「名前を付けて保存」や「上書き保存」

があり，任意のタイミングで教材の状態を保存可能である。

　「書き込み機能」に該当する機能としては，手書きとキーボード入力がある．手書きは，ス

ライドショー開始後に使用可能な「ペン」機能があり，画面上にマウスで線の描画が可能であ

る．ペンは細い線を書く「ペン」と，太い線を書く「蛍光ペン」がある．色は複数種類から選

択可能なため，教員が手書きでスライドにマークを書き入れるだけではなく，学習者が手書き

で重要箇所をマークしたり，回答を書き入れることも可能である．画面への書き込みは，スラ

イドショー終了時に「インク注釈を保持しますか？」の確認画面で「保持」を選択することで

保存される．ペンで書きこんだ情報は図形としてスライド上に保存されるため，後で書き込み

の色を変更したり，削除が可能である．キーボード入力は，事前にスライド上に「ノート，

カード，マップ，ふせん」に見立てたテキストボックスや図形を作成しておくことで対応する．

　「作図，描画機能」に該当する機能は十分な対応が難しい． 図を動かす機能については画面

上に配置されている図形や画像をマウス操作で移動することで対応が可能である．しかし，数

を変えて調べる機能については未対応である．学習者が入力する情報によって画面が変化する

などの工夫は，デジタル教科書の特徴的な機能の1つであるが，PowerPoint2013はあくまで

もプレゼンテーションソフトであり対応機能を有していない．

　「文具機能」および「正答比較機能」についても，PowerPoint2013は対応していない．分度

器やコンパスといった画面上の図形を計測するための文具機能を有していないため，「文具機

能」に相当する作業を学習者に行わせるには，画面上に直接分度器を当てて計測したり，コン

パスの代わりに縦横比を固定した真円の図形を描くなどの工夫が必要となる．「正答比較機能」

についてはPowerPoint2013に正答の自動チェック機能などの問題作成機能がないため，代替

策がない．
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３．教材作成の実践

　教員側のICT活用能力の不足が重要な課題であるため，パソコンが苦手な教員であっても，

ICT教育に対する抵抗を和らげ，ICTを活用する手掛かりを得る機会が必要である．そこで筆

者は，教員が独自のデジタル教材を開発する方法の理解を深めることを目指し，2016年7月

に本学を会場に開催された教員免許状更新講習で「授業でのパソコン活用法を考える」と題し

た講習を実施した．講習の受講者は中学校，高等学校の教諭が混在した29名であった．講習で

は，前節までに述べたデジタル教科書の機能に対応したPowerPoint2013の各種機能について

説明し，実際にデジタル教材の作成を行った．

３．１　授業環境の想定

　ICT環境の整備状況によって授業環境は異なる．山口（2015）3では，昨年の教員免許状更新

講習の受講者が務める学校における普通教室のICT環境について明らかにした．これによると，

普通教室に教員用の情報端末がある学校が約半数，学習者用の情報端末がある学校は数校を除

きほぼないことが分かった．全ての学校に最新のICT環境が整備されていれば，学習者1人1

台の情報端末を利用して，「持ち帰り学習」「テスト」「画面転送」などの高度な授業展開が可

能であるが，まだ多くの学校はこの環境が十分に整備されていない．そこで，今回は現実的に

運用が可能な授業環境の想定として，4～5人の学習者グループごとに情報端末があり，グ

ループ学習やグループ発表を行う場合や，学習者は情報端末を持っていない場合でも，教室に

教員用の情報端末1台ある環境とした．

　教材のテーマは，生徒指導の観点からも深刻な問題であるSNSを題材に「ネット拡散の脅

威～身近なSNSに潜む罠～」とした．

３．２　教材の作成

　教材は，凝ったデザインではなく可能な限りシンプルな構成とした．表紙を含む全9枚のス

ライドに，2節で述べたPowerPoint2013で対応可能な機能を用いた．教材の内容と使用した

PowerPoint2013の機能を表2に示す．

　全ての頁の共通項目としてテキストボックスを用いた「タイトル」がある．テキストボック

スは文字をスライドに表示するための最も基本的な機能である．2頁及び3頁はSmartArtを

用いて簡単にカードを作成する手法を用いた．SmartArtを用いない場合，カードの枚数分の

四角の図形を上下左右の並びを微調整しながら配置する必要があるため手間を要するが，Smart

Artを用いると自動的にカードが追加と配置がされる．4頁はビデオ教材をスライドに貼り付
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表２．教材の内容と使用したPowerPoint2013機能 

頁 教材の内容 使用したPowerPoint2013機能

1
「タイトル」
・テキストボックス
・フォントサイズを60ptに変更

2

「タイトル」
・テキストボックス（フォントサイズ40pt）
「カード」
・SmartArt　カード型リスト
・アニメーションでSmartArt個別フェード
「手書きで○を書く」
・蛍光ペンで赤丸を手書きする
・手書き情報の保存

3 ページ2と同じ

4

「タイトル」
・テキストボックス（フォントサイズ40pt）
「動画」
・YouTube動画を貼り付け
「URLリンク」
・ハイパーリンクの作成

5

「タイトル」
・テキストボックス（フォントサイズ40pt）

「説明文」
・テキストボックス（フォントサイズ44pt）
・ハイパーリンクの作成

6

「タイトル」
・テキストボックス（フォントサイズ40pt）

「画面操作の説明動画」
・パソコン操作画面を録画し，音声解説を行う
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7

解答を白い図形で隠す

「タイトル」
・テキストボックス（フォントサイズ40pt）
「問題」
・解答の上に四角の図形を描き，背景と同色の
白にする. 
・アニメーションで白い四角の図形を終了する
※印刷時に解答が表示されてしまうことがない

8

※実際は顔写真を用いたが、本稿では花とする

「タイトル」
・テキストボックス（フォントサイズ40pt）
「写真」
・背景を削除し写真の必要な箇所のみ切り出す
「氏名」
・テキストボックス（フォントサイズ48pt）
※背景削除とトリミングを活用することで，オ
　リジナルの画像パーツを作成可能

9

「タイトル」
・テキストボックス（フォントサイズ40pt）

「回答記入欄」
・四角の図形を描き，回答記入欄を作成

ける手法を用いた．スライド内での動画再生が可能となり，スライドショーを終了して動画再

生のアプリケーションを別途起動する必要がない．5頁は教材内に詳細を示す必要のない補足

資料を，ハイパーリンクにより外部ファイルを呼び出す手法を用いた．6頁は画面録画をした

ビデオ教材を作成し，ビデオ教材をスライドに貼り付ける手法を用いた．学習者は授業中だけ

ではなく，予習・復習など授業外でも教員の音声解説付きのパソコン操作画面を見ながら学習

が可能である．7頁はアニメーションで図形を終了することで解答を表示する手法を用いた．

PowerPoint教材を印刷して配布するケースを想定した際に，配布資料に解答が表示されない

ような工夫が可能である．8頁は画像の加工機能を用いた．背景削除とトリミングを活用する

ことで，オリジナルの画像パーツが作成可能である．最後に，9頁は図形を用いて回答欄を作

成する手法を用いた．テキストボックスでは文字量に合わせて回答欄の縦幅の自動調整される

ため固定ができないが，図形とテキスト編集を用いることで文字量に関わらず縦幅の固定され

るため，グループ発表の際に画面の統一が可能である．

３．３　受講者による教材評価

　講習後に自由記述のアンケートを通して教材の評価をいただいた．自由記述を取りまとめた
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結果を表3に示す．取りまとめた方法は，1件ごとに自由記述を確認し同一内容の記述につい

ては1回答として集約した．結果，教材の長所として多かった意見は，手書き機能があるため

に電子黒板と同等の操作が可能であることと，動画を取り入れた教材作成の容易性であった．

PowerPoint2013の標準機能がデジタル教材としてある程度の機能を持つことを理解していた

だいた．

　教材を授業に導入する課題として多かった意見は，学校のインターネット回線は閲覧制限が

あるため，自由が利かず活用が難しいということがあった．教育委員会等の理解を得て閲覧制

限の見直しを行わなければ，ICTでのインターネット活用は困難である．また，教員によって

パソコンスキルにばらつきがあり，スキル向上のための研修会参加が必要であるが，時間確保

が困難であることと，スキルが獲得できたとしても教材開発の時間確保が困難であるなど，時

間制約の問題があった．

表３．受講者による教材評価のアンケート結果 

設　問 回　答

教材の長所

・簡単に取り組めそうなところから実践したい.
・プリント印刷への工夫が可能なため作業効率化.
・ペン機能により電子黒板がなくても似たような操作が可能.
・手書きした内容が保存でき，振り返りが可能.
・手書きにより視覚的に回答を求めることができ，指導がしやすい.
・インターネット教材で最新情報を示し現実味を持たせ興味関心を促す.
・言葉や図表での説明よりも理解しやすい動画教材が作成可能.
・動画再生時に，補足説明が必要な際は一時停止して解説可能.

教材を授業に導
入する課題

・学校のインターネット回線は閲覧制限によりYouTubeが利用不可能.
・教員のスキルにばらつきがあり，全員がICTを活用できない.
・普段，パソコンを用いた授業を行っていないので，慣れるのが困難.
・教材開発の時間確保が困難.
・本日のような研修を積み上げなければならないが，時間の確保が困難.
・アナログの良さもあるため，デジタルとアナログの双方を使い分ける.
・教師が使いこなさなければ，45分なり50分の授業で十分に機能しない.
・自治体によってICT環境の整備に差がある.
・予算の問題があり，次々と出る最新のICT機器の導入は難しい.
・教員のICT対応にも限界があり，ICTの専門家が関わってほしい.
・操作の早い生徒と遅い生徒の間で，必ずタイムラグが生じる.
・生徒はパソコンの操作に集中し，教員の言う説明が聞き取れない.
・自分で書く作業が減少し，活字離れが進む.
・目新しさだけで効率が上がらなくては困る.
・インターネットで調べると答えがわかるため問題解決能力が低下する.
・パソコンに依存しすぎることで，深い学習ができない可能性がある.
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４．おわりに

　ICT環境に対応するためのデジタル教材作成手段の1つとしてPowerPoint2013の標準機能

を用いた教材を紹介した．標準機能を組み合わせることで，デジタル教科書の持つ機能の一部

に対応した教材が作成可能なことを示した．今回は広く普及しているプレゼンテーションソフ

トを扱うことで，導入が容易な手段を提案した． 受講者からは，使い慣れたプレゼンテー

ションソフトを用いた教材作成が思いのほか容易であることが理解されたが，教員のスキル向

上のための勉強会参加や，教材作成に必要な時間の確保が困難であることが分かった． 
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